
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

●  ９月１０日  

１．８月分源泉所得税･住民税の特別徴収税額の納付 

 

 

●  ９月３０日  

２．７月決算法人の確定申告 

<法人税・消費税・地方消費税・法人事業税・(法人事業所税) 

・法人住民税> 

３．１月，４月，７月，１０月決算法人・個人事業者の３月ごとの 

期間短縮に係る確定申告 <消費税・地方消費税> 

４．法人・個人事業者の１月ごとの期間短縮に係る確定申告 

<消費税・地方消費税> 

５．１月決算法人の中間申告 

<法人税・消費税・地方消費税・法人事業税・法人住民税>（半期分） 

６．消費税の年税額が４００万円超の１月，４月，１０月決算法人 

 ・個人事業者の３月ごとの中間申告 <消費税・地方消費税> 

７．消費税の年税額が４，８００万円超の６月，７月決算法人を除く 

法人・個人事業者の１月ごとの中間申告(５月決算法人は２か月分) 

<消費税・地方消費税> 
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青色申告書を提出した事業年度の欠損金の繰越控除 

             税理士 須賀 保雄 

平成 28 年度の税制改正により、平成 30年 4月 1 日以後に開始する事業年度において生ずる 

欠損金額の繰越期間は 10 年とされました。 

青色申告法人は、各事業年度（平成 30年 4 月 1日以後に開始する事業年度）に生じた青色欠 

損金を 10年間繰越し、所得が生じる事業年度で損金算入することができます。 

ただし、過去の青色欠損金については、その生じた事業年度によって繰越期間が違います 

ので、以下にまとめてみました。 

 

・平成 20年 03 月 31 日以前終了事業年度・・・・・・・・・・・・ ７年 

 

・平成 20年 04 月 01 日以降終了事業年度 

       ～平成 30 年 03 月 31 日以前開始事業年度・・・・・・・・・・ ９年 

 

・平成 30年 04 月 01 日以後開始事業年度・・・・・・・・・・・・１０年 

 

 ～万が一の為に～ 
 

 

７月１６日(火)に、所内で救命入門コースを受講しました。 

当日は、川口消防局の方にご協力いただき、所員全員参加で約１時間３０分掛けて 

危機管理の勉強とさせて頂きました。 

講習を受けてみて、正しい心臓マッサージの仕方やＡＥＤの本来の使い方等、 

実際に講習を受けてみないと分からないことを、数多く学ぶことが出来ました。 

万が一の時は今回の受講経験を生かすことが出来れば、と思います。 

 

 

 

 


